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教育長の給与及び旅費等に関する条例の

一部を改正する条例案について

教職員給与課

１ 改正理由

現下の経済状況並びに知事等の給料月額及び期末手当を減額する特例措置に鑑

み、教育長の給料月額及び期末手当について一定の割合に相当する額を減ずる特

例措置を継続する必要がある。

２ 改正内容

（１）教育長の給料月額を減額する特例措置の適用期限を令和７年４月３０日

（現行令和３年４月３０日）まで延長することとする。（附則第２項関係）

（２）教育長の期末手当の額を減額する特例措置の適用期限を令和６年１２月

（現行令和２年１２月）まで延長することとする。（附則第３項関係）

３ 施行期日

この条例は、公布の日から施行することとする。
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